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秋田市教育委員会令和元年６月定例会会議録

１ 日 時 令和元年６月２７日(木)

午後３時３０分～午後４時１０分

２ 場 所 ５－Ａ会議室

３ 出席委員 教育長

教育委員

教育委員

教育委員

教育委員

４ 出席職員 教育次長

教育次長

学校適正配置推進室長

総務課長

学事課長

学校教育課長

教職員室長

教育研究所長

学校適正配置推進室参事

生涯学習室長

文化振興課長

総務課長補佐

総務課副参事

学事課長補佐

学事課副参事

文化振興課副参事

総務課主席主査

総務課主席主査

文化振興課主席主査

総務課主査

学事課主査

学事課主査

総務課主任
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総務課主任

総務課主事
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５ 議 題

【付議案件】

議案第９号 秋田市文化財保護審議会委員の委嘱に関する件

議案第10号 秋田市立小、中学校通学区域の一部を改正する件

【教育長等の報告】

(1) 令和元年６月市議会定例会の審議状況について

(2) 学校給食への異物混入について

６ 議 事 午後３時３０分開会

【令和元年５月定例会会議録の承認】

令和元年５月定例会会議録について、異議がないため承認された。

【会議録署名委員の指名】

教育長が今回会議録の署名委員として委員２名を指名した。

【付議案件】

議案第９号 秋田市文化財保護審議会委員の委嘱に関する件

教育長 議案第９号「秋田市文化財保護審議会委員の委嘱に関す

る件」について、事務局から説明願う。

文化振興課長 （資料に基づき説明）

教育長 在任期間が長い方で何年ほど委員を務めているのか。ま

た、どのような方法で委員の人選（案）を作っているのか。

文化振興課長 最も長い方で２４年である。また、市内の研究者の研究

状況を踏まえながら、文化財の各分野のバランスが良くな

るよう人選し、提案している。

教育長 これらの委員で、文化財のあらゆる分野を網羅できるの

か。

文化振興課長 文化財の分野は非常に幅広く、全ての分野を網羅しよう

とすると５０～１００のジャンルに細分化できる。そのた
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め、自身の専門分野以外もカバーできるといった観点も含

め、人選（案）を作成している。

※ 議案第９号については、全員賛成により、議決された。

議案第10号 秋田市立小、中学校通学区域の一部を改正する件

教育長 議案第10号「秋田市立小、中学校通学区域の一部を改正

する件」について、事務局から説明願う。

学事課長 （資料に基づき説明）

委員 住居表示実施後も、牛島字東潟敷と仁井田字西潟敷の住

所は残るのか。

学事課長 全てが変更される訳ではなく、一部残る。

※ 議案第10号については、全員賛成により、議決された。

【教育長等の報告】

(1) 令和元年６月市議会定例会の審議状況について

総務課長 ６月市議会定例会の審議状況について報告する。

はじめに、下北手中学校の公共下水道直結工事に係る補

正予算案について、６月２１日に行われた予算決算委員会

教育産業分科会において審議され、２６日の予算決算委員

会全体会において原案どおり可決すべきものと決定された。

また、御所野学院高校の入学者選抜実施に伴う秋田市立

学校授業料等徴収条例の一部改正や、明徳小、川尻小、土

崎南小学校の屋内運動場の大規模改造工事請負契約の締結

など４件の議案についても、２１日の教育産業委員会にお

いて審議され、原案どおり可決すべきものと決定された。

これらの補正予算案、条例案、契約案件３件の議案につ

いては、２８日の本会議において、議決される予定となっ

ている。

また、６月２１日の教育産業委員会では、平成３０年度

から令和元年度に繰り越したブロック塀改修などの学校施
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設改修に伴う経費について報告したほか、学校適正配置に

おける地域ブロック協議会の開催へ向けた準備状況、学校

給食の異物混入について報告したところである。

※ 報告(1)については、以上のとおり終了した。

(2) 学校給食への異物混入について

学事課長 （資料に基づき説明）

委員 異物の分析調査は、どこで行っているのか。また、調査

結果が出るまでにどのくらい時間がかかるのか。

学事課長 一般社団法人秋田市学校給食会を通じ、民間企業に成分

の分析調査を依頼している、早ければ１～２週間ほどで結

果が出るが、更に時間がかかる場合もある。

委員 異物混入対策委員会はいつ頃から動き始めるのか。

学事課長 現在、調理場の一斉点検を行っており、７月１２日を目

処に終了する予定である。その結果を踏まえ、学校の夏季

休業中に異物混入対策委員会を立ち上げたいと考えている。

委員 この度の一斉点検は、異物混入の原因と対策について考

える良いきっかけになったのではないか。現場では、細心

の注意を払っていると思うが、子どもたちに安全・安心で

おいしい給食を提供するのは、大変難しいことであると感

じる。

現段階で、点検を終えた調理場の状況を教えてもらいた

い。

学事課長 教育次長や担当職員と学校に出向き、調理場の中や調理

器具を点検しているが、調理器具は、各校で摩耗具合に違

いはある。傷んでいる調理器具は、より速やかに交換を行

っていきたい。ハード面の問題は、今すぐに解決できない

ものもあるため、可能な部分から順次改善を図っていきた

いと考えている。

委員 現場の調理員のは、プレッシャーをかけるのではなく、

意見を挙げやすい環境を作るよう対応をしてもらいたい。

教育次長 調理員は「同じ失敗を繰り返さない」という意識がとて
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も高いように感じる。しかし、調理器具や食器が欠けてい

ても、なかなか交換しようとしない面が感じられた。

今回の一斉点検では、古くなったり、摩耗したりした調

理器具を積極的に交換するよう伝えており、異物混入防止

に対して一定の効果があるのではないか。

教育次長 調理員と話をする際には、「異物混入の根絶を図るため

に協力をしていただきたい。」という旨を伝えている。

委員 このように異物混入が続くと、給食に対する信頼の低下

につながる。また、児童生徒が混入物で口の中を切った場

合、けがや病気につながる危険性もある。より安全・安心

な給食を提供するため、ＨＡＣＣＰ（危害要因分析重要管

理点）を導入するなど、あらゆる方向から対策を検討して

はどうか。

教育長 調理場では、異物を発見できるよう、どのような対策を

取っているのか。

学事課長 食品納入時に、一度検品を行い、その後、下処理する段

階では、流水で３回洗っている。食品を切る際も、一度に

処理するのではなく、何度かに分けて処理し、異物があっ

ても目視で確認できるよう作業を行っている。

委員 異物混入対策委員会の外部有識者は、どのような人を考

えているのか。

学事課長 保健所衛生検査課の担当職員、食品の納入業者、調理器

具の納入業者、その他関連団体などに依頼し、幅広い意見

を取り入れて対策を検討していきたい。

委員 先ほどＨＡＣＣＰについて言及があったが、食品の管理

に関する専門家に有識者を依頼する予定はあるか。

教育次長 ＨＡＣＣＰについては保健所衛生検査課が指導を行って

おり、先に述べたとおり同課担当職員に依頼する予定であ

る。

※ 報告(2)については、以上のとおり終了した。

【その他、今後の日程についての報告】

総務課長補佐 ７月定例会の日程についてお知らせする。７月定例会は
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７月２５日（木）を予定している。

議事として「秋田市立小学校教科用図書の採択」などが

あり、審議に長時間を要することが見込まれるため、午後

１時１５分からの開始を予定している。

教育長 ７月定例会は７月２５日（木）午後１時１５分を開催予

定とする。委員の皆様、日程調整をお願いする。

午後４時１０分閉会


